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二年生テンサイの次世代型高速育種基盤の構築と 
 黄化病抵抗性の高速導入実証 

 
１ 代表機関・研究統括者 

国立研究開発法人 農研機構北海道農業研究センター 黒田 洋輔 
 
２ 研究期間：令和３年度～令和５年度（３年間） 

 

３ 研究目的 

従来法で 20年近くを要する有用形質の導入を最短で３年で完了でき

る次世代型高速育種基盤(MAS-BLOND技術)を構築し、育種系統への導入

が行われていない有用形質の一つである黄化病抵抗性を導入実証する。 

 

４ 研究内容及び実施体制 

①  次世代型高速育種基盤の構築 

主要育種系統のゲノムデータベース構築、有用形質の選抜が可能

な DNA マーカー開発、および高速育種を可能にする開花特性(BLOND)

を有する素材利用により、次世代型の高速育種基盤を構築する。 
（北海道大学大学院農学研究院、農研機構北海道農業研究センター） 

 

② 黄化病抵抗性の高速導入実証 

F1 品種を構成する２種類の抵抗性親系統(種子親と花粉親)に、黄

化病抵抗性を高速導入実証する。 
    （農研機構北海道農業研究センター） 

    

５ 最終目標 

 DNA マーカー利用選抜技術(MAS 技術)と世代促進(BLOND)技術を組み

合わせた、次世代型の高速育種基盤(MAS-BLOND 技術)を構築し、F1 育

種に利用可能な黄化病抵抗性の親系統(花粉親・種子親)を育成する。 

 

６ 期待される効果・貢献 

 黄化病抵抗性の高速導入実証を通じ、開発される「高速育種基盤」の

育種での有用性が検証される。有望な「黄化病抵抗性の品種候補」につ

いては、北海道の優良品種制度を通じて生産者への実普及を図る。 

 
【連絡先 国立研究開発法人 農研機構北海道農業研究センター 0155-62-9271】 
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